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毎日の生活の中で飲料水および炊事など､ 水を
使わない日はありません｡ 洗濯や入浴､ 水洗トイ
レなど生活環境の向上による水の必要性は益々増
加しています｡
瑞浪市では､ 日常生活に一時も欠かせない水を､
常に安心して利用していただくため､ 水道施設の
維持管理や未給水地区の整備等､ 市内全域の水道
普及に努めています｡
また､ 水道事業は､ 独立採算制【事業に必要な
経費は､ 利用者の負担による収入(水道料金)で賄
う】により､ 健全運営に努めています｡
市民の皆さんには､ 次の点についてご理解､ ご
協力をお願いします｡
＊節水にご協力を
水道水は県東濃用水から購入し､ 皆さんに利用
していただいています｡ 水は限りある資源です｡
日頃から､ 節水に心掛け有効に利用してください｡
＊漏水の通報を
水道管の漏水は早急に修理が必要です｡ 住宅内
の給水管からの漏水は､ 使用者にて修理してくだ
さい｡

市内には､ 農地の放棄地､ 管理されていない休
耕地､ 利用されていない空き地が多く見られます｡
これらの土地に雑草が生え､ 草刈りもされない
で放置されると､ 蚊・ハエ・害虫等が大量に発生､
大変不衛生となります｡ また冬季には枯草火災発
生の恐れが常にあります｡
そのため､ 近所の皆さんから多くの苦情が寄せ
られています｡ 自分で草刈り等管理ができない場
合は､ 人に頼むか､ シルバー人材センターの利用
も考慮いただき､ 十分な管理をお願いします｡
土地所有者の責任において管理を行ない､ 他人
に迷惑をかけないように努めてください｡

担当 農林課 �内線���

環境課 �内線���

なお､ 道路などの湿りや水溜は漏水の疑いがあり
ますので水道課まで連絡してください｡
＊緊急断水にご理解を
水道管の破損は日夜を問わず発生します｡ 破損
復旧のため緊急に断水を行うことがあります｡
工事中の交通規制､ 復旧後の蛇口からの赤水な
ど､ 迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡
＊検針を行い易いように
毎月検針員が各家庭の水道使用量の検針にうか
がっています｡
量水器設置場所に飼い犬や物等が置いてありま
すと検針ができないことがあります｡ 検針しやす
いようご協力ください｡
＊休止､ 開始の届出は
入居または転居など､ 水道の使用開始・休止を
される場合は､ 余裕をもって届出をお願いします｡
＊水道料金の納入について
水道事業は､ 水道使用料により運営を行ってい
ます｡ 使用料は期限までに必ず納めてください｡
納めていただけない場合には､ 給水を停止する
ことがあります｡

担当 水道課 �内線���

日頃より､ 皆さんからいろいろな意見､ 要望､
提言をいただいています｡ 市役所では皆さんに納
得していただくよう､ 説明を行いたいと思ってい
ますが､ 氏名､ 連絡先がないため､ 意思の疎通を
はかることができず､ 誤解をまねくことがあり
ます｡
このことが行政不信にもつながり､ 市政に対し
ご理解､ ご協力いただけない場合も多くみられ
ます｡
これは市職員にとっても大変不本意なことです｡
お互いに正しい認識を持つためにも､ 氏名､ 連絡
先を明記してください｡
みなさんの意見を参考にし､ 十分な説明をする
ことにより､ 分かりやすい行政・よりよい行政を
目指していますので､ ご協力の程よろしくお願い
します｡

平成��年９月��日
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小・中学校 朝食抜きの児童・生徒の割合

(Ｈ��年度瑞浪市給食セン
ター調べ及び岐阜県の学
校給食より)

� � � � � � � � 	 


小学校 瑞浪市 岐阜県 中学校 瑞浪市 岐阜県

１年生 ���％ ���％ １年生 ���％ ���％

２年生 ���％ ���％ ２年生 	��％ ��
％

３年生 	��％ ��
％ ３年生 ��	％ �
�
％

４年生 	��％ ��	％

５年生 ���％ ��
％

６年生 ���％ ���％

����������������

朝食ぬきの子どもはいるの？
｢腹二十日眼十日｣ ということわざがあります｡

食事も睡眠も習慣のものだという意味ですが､ 瑞
浪市の子どもたちは朝食をとる習慣がついている
でしょうか｡

全体的に見ると､ 瑞浪市の朝食抜きの児童生徒
の割合は､ 県平均に比べ､ 比較的少ないといえ
ます｡
しかし小学校高学年になると朝食抜き児童の割
合が多くなり､ 特に６年生は県平均より高い割合
の児童が､ 朝食抜きで登校している傾向です｡

防災行政無線は､ 地震・台風・水害・火災など
の災害から住民の身を守るための情報や人命に関
わる緊急性のある放送と､ 住民サービスの向上と
して各地区の公共行事・資源回収など皆さんの生
活に関係のある内容とを､ 運用基準に基づき放送
しています｡
放送の中にはサイレンが鳴り響く ｢消防団訓練
の招集放送｣ があります｡ この放送は７時から��

時までの間とし､ 特に４～６月の操法訓練時と８・
９月の市長特別訓練時に多く放送しています｡
訓練日時が決まっていれば放送の必要がないと思
われる方もありますが､ 消防団員の皆さんは災害
が発生しサイレンが鳴れば､ 昼夜を問わずいち早
く現場に駆けつけ､ 『自分達の町は自分達で守る』
という精神で防災活動をしています｡
訓練時においてもサイレンの音を聞き緊張感を
持って出動し､ 気を引き締めた訓練を行なう必要
があり､ 招集サイレンを鳴らしています｡

どうして朝食をとらないといけないの？
①血糖値の問題
朝食をとらないと､ 低血糖の状態で学校へ通う
ことになります｡ つまり､ 眠ったままの体の状態
で､ 学校生活を送ることになります｡ したがって､
体にだるさがあり､ 頭の働きも鈍いままです｡
逆に､ 朝食をとることは､ 午前中のエネルギーの
放出を高め､ 体や脳の働きを活発にします｡
②体温の問題
最近の調査では､ 朝食をとらないと低体温にな
りやすく､ 活動が鈍くなることが指摘されていま
す｡ 逆に､ 朝食をとると体温の上昇を促し､ 体や
脳の働きを活発にさせると言われます｡
これらのことからも､ 朝食をとることは､ 子ど
もの体を正常に発育させ､ また､ 学校生活を充実
させる大切な要素です｡

朝食の質も大切に！
｢朝食は食べているけれど､ 菓子パンだけの朝食｣
つまり､ 朝食はとっているけれど､ 単品の朝食と
いう子どもが増えている傾向があるようです｡
朝食の内容も考慮して､ 登校させたいものです｡

担当 教育委員会 学校教育課 �内線���

また､ 緊急時に無線装置が正常に作動するかど
うかの確認および火災予防意識の高揚も兼ねて行
なっています｡
私たちの財産を守り､ 安心して暮らせる瑞浪市
のために活躍している消防団員の招集放送に､ ご
理解､ ご協力をお願いします｡

防災行政無線は､ 次のように放送しています｡

①緊急放送 随時
(警報発令・解除､ 消防団員訓練､ その他緊急時)

②通常放送 ７時��分および��時�
分
(行政情報の連絡､ 各地区のイベントなど)

③時報 毎日��時
(ミュージックチャイム)

担当 消防本部 ��������

情報推進課 �内線��	

瑞浪市役所 ���－����



�

��������������		

������������

������������������ ��������������������

●盲人マラソン
の伴走者とし
て活躍

●��年にわたり､
���回の献血

林恵美子代表
●病院内での図書
館ボランティア

有賀咲子代表
●訪問入浴サービ
スの補助などの
ボランティア

塚本恵子代表
●サニーヒルズみず
なみ､ 陶宅老所で
のボランティア

愛知昭子代表
●ビン等の分別に
よる環境保全活動

●外国人の雇用・
保護で日中友好
に尽力

●青少年育成推
進委員会委員
長として活躍

平井はるみ代表
●児童への本の読み
聞かせによる読書
活動の推進
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伊
藤
さ
ん
は
、
��
歳
で
全
盲

と
な
り
、
鍼
灸
の
仕
事
を
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
盲
人
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
、｢

国
際
盲
人

マ
ラ
ソ
ン
か
す
み
が
う
ら
大
会｣

に
４
年
連
続
優
勝
、｢

太
平
洋

盲
人
マ
ラ
ソ
ン
大
会
宮
崎
大
会｣

で
３
年
連
続
優
勝
な
ど
の
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
伊
藤
さ
ん
は
、
日
頃

か
ら
伴
走
を
務
め
る
寺
田
春
夫

さ
ん
の
今
回
の
受
賞
を
喜
び
つ

つ
、｢
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎
健
康
・
福
祉

寺
田
春
夫(

下
沖
町)

土
屋
敏
彦(

土
岐
町)

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り

さ
わ
や
か
会

ひ
ま
わ
り
会

片
山
博
文

●
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
積
極
的
に
活
動

◎
環
境
保
全

瑞
浪
市
生
活
学
校

◎
国
際
交
流

村
瀬
玄
昌(

樽
上
町)

◎
青
少
年
育
成

伊
藤
正
幸(

土
岐
町)

土
岐
小
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


�
�
�
�

・
元
気
な
岐
阜
県
づ
く
り

瑞
浪
市

●
地
区
由
来
の
焼
き
物
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�

・
規
律
あ
る
学
校
づ
く
り

鈴
木
敏
弘(

麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校)

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

水
野
恵
子

(

菫
す
み
れ
幼
稚
園

〈
多
治
見
市
〉)

・
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

角
�
生(

中
京
商
業
高
等
学
校)

林
勇
人(

中
京
商
業
高
等
学
校)

麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校

中
京
商
業
高
等
学
校

・
環
境
教
育

島
田
英
治(

麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校)

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

則
竹
徳
江

(

日
本
女
子
ゴ
ル

フ
専
門
学
校)

郷

貢(

麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校)

瑞
浪
小
学
校

土
岐
小
学
校

陶
小
学
校

稲
津
小
学
校

明
世
小
学
校

大
湫
小
学
校

日
吉
小
学
校

瑞
浪
中
学
校

稲
津
中
学
校

釜
戸
中
学
校

平成��年９月�	日
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[瑞浪市における国勢調査人口・世帯数の推移]

�

総務庁統計局･岐阜県･瑞浪市
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９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
。

区 分 世 帯 数
(世帯)

人 口 (人) １世帯あたり
構成員 (人)

摘 要
計 男 女

大正９年
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昭和５年
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平成２年

�

�	

�

�	���

�	���

�	��


�	���

�	�
�

�	���

�	���

�	���


	��



	
��

�	���

�	���

��	���

��	���

��	���

��	
��

��	�
�

��	���

��	���

�
	���

��	���

��	�
�

��	���

��	���

�
	���

�
	���

��	���

��	���

��	��


��	���

��	���

��	
��

��	���

��	���

��	���

��	���

��	
��

�
	���

��	���

�
	��


�
	�
�

�
	���

��	��


��	���

��	��


��	�
�

��	���

��	��


��	��


��	���

��	�
�

��	���

�
	���

�
	�
�

�
	���

�
	
��

��	���

��	���

��	���

��	���

��	���

��	���

��	���

��



����

���


����

����

����

����

����

��
�

����

����

����

����

����

����

����

第１回

２

３

４

５

６

７

８

９

��

��

��

��

��

��

��

瑞浪市役所 ��
－����

〈
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
〉

��
月
１
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に

国
勢
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
大
正
９
年
か
ら
お
お
む
ね

５
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
��
回
目
に
な
り
ま
す
。

〈
国
勢
調
査
は
世
界
各
国
で

行
わ
れ
ま
す
〉

国
勢
調
査
は
、｢

人
口
セ
ン
サ

ス

(

人
口
に
関
す
る
全
数
調
査)｣

と
し
て
、
世
界
各
国
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
、
中
国
、
韓
国
な
ど
は
、

今
年
が
国
勢
調
査
の
年
で
す
。
イ

ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
は
、
来
年
が
国
勢
調
査

の
年
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く

の
国
が
２
０
０
０
年
と
い
う
世
紀

の
変
わ
り
目
に
国
勢
調
査
を
行
い

ま
す
。

〈
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
〉

ま
ず
、
調
査
員
が
９
月
下
旬
か

ら
お
う
か
が
い
し
、
世
帯
ご
と
に

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内

容
は
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
況
、
通
勤
・
通
学
地
、
住

居
の
種
類
な
ど
、
全
部
で
��
項
目

で
す
。
調
査
の
対
象
に
な
る
の
は
、

��
月
１
日
現
在
、
日
本
に
い
る
人

で
、
①
す
で
に
３
カ
月
以
上
住
ん

で
い
る
人
、
②
��
月
１
日
の
前
後

を
通
じ
て
３
カ
月
以
上
住
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
回
収
に

お
う
か
が
い
し
ま
す
。

記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法

に
よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

他
に
も
れ
た
り
、
統
計
を
作
成
す

る
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
〉

調
査
結
果
は
、
住
宅
、
福
祉
、

交
通
、
雇
用
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立

て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に
な
り

ま
す
。

��
世
紀
の
住
み
よ
い
未
来
を
描

き
だ
す
た
め
に
、
あ
な
た
の
現
在

を
調
査
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



�
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賀
寿｣

該
当
者
数

(

９
月
１
日
現
在)

安藤惣次郎さん ���歳
(��歳の頃)

本人： 『人の上に立つ者は､ 品性
と人格がなきゃあかん』

近況：素直で､ 話好き､ 新しい物
が大好きで､ たいへんお元気
です｡

鈴木まさ さん ���歳
(��歳の頃)

本人： 『お祝をいただいても､
何もお返しができなくて申し
訳ありません』
近況：懐かしの歌 ｢大楠公｣ や
｢戦友｣ をよく歌われ､ 食も
進まれます｡

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

���������������� ���������������� ���
���������������� ���������������� ���

�������������������������������������������������������������������������������������� ���������������� ���
���������������� ���������������� ���
���������������� ���������������� ���

���������������� ���������������� ���
���������������� ���������������� ���

���������������� ���������������� ���
���������������� ���������������� ���
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瑞
浪
市
の
��
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
８
、
２
３
０
人
で
、
市
の
総
人

口
の
��･

６
％
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
��
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

男
性
��
人
、
女
性
��
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。(

４
月
１
日
現
在)

今
日
の
日
本
は
、
平
均
寿
命
が

か
つ
て
な
い
長
寿
の
時
代
を
迎
え
、

２
０
５
０
年
に
は
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

白

寿

(
��
歳)

米

寿

(

��
歳)

賀

寿

人
生
八
〇
年
の

時

代
２ ２２ 男

３ ６３ 女

５
(人)

８５
(人)

計 核
家
族
化
、
少
子
化
の
進
行
に

よ
っ
て
、
家
族
に
よ
る
介
護
力
は

低
下
し
、｢

介
護
の
問
題｣

が
老

後
の
最
大
の
不
安
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
介
護
に
関
す
る
不

安
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
�	
年

４
月
か
ら
、
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ

れ
、
新
た
に
保
険
に
よ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
、｢

老
人
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画｣

を
作

り
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る

｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
進
め
て
い

ま
す
。

明
治
�

年
４
月
１
日
〜

明
治
��
年
３
月
��
日
生

明
治

�
年
４
月
１
日
〜

大
正
２
年
３
月
��
日
生

備

考

平成�	年９月��日

�
／
��～

�
／
��
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車検制度のないバイク・原動機付自転車は､
『保険の期限切れ､かけ忘れ』に注意しましょう！

今年５月に､ ３市１町の��歳以上の男女６千人
を対象とした､ 郵送による住民アンケートの結果
(速報) が出ました｡ 全体の回答者は�����人､ 回
収率��	�％､ 瑞浪市の回答者は��
人､ 回収率��	�

％でした｡ 主な項目について紹介します｡

Ａ ３市１町の合併について(有効回答者���
�人)
住民生活の向上や地域の発展を促進するため､
合併して効果的な行政を行うための合併
①賛成 ���人(��	�％)
②反対 ���人(�	�％)
③合併は必要ないが､ 公共施設の共同建設や､ 都
市計画の共同立案など､ 協力関係を強化してい
くべき 
�
��人(��	�％)
④わからない ���人(
�	�％)

◆合併への意見
・年代別では若い人ほど賛成派が少なく､ ��代は
③の意見が過半数を越える｡ ��歳以上は､ 約半
数が賛成しているが､ 反対意見も１割ある｡
・市町村別の賛成割合は､ 笠原町��	�％､ 土岐市
��	�％､ 多治見市��	�％､ 瑞浪市��	�％である｡

昨年の交通事故の被害者数は､ 死者数こそ ｢交
通戦争｣ と言われた昭和��年に比べ半数近くまで
減少していますが､ 負傷者を加えた死傷者数でみ
ると
��万人を超え､ 過去最悪となっています｡
事故により重度の後遺障害が残った被害者は､
最近
�年間で２倍に急増し､ 特に最重度の後遺障
害である ｢常時介護を必要とする脳損傷および､
脊椎損傷｣ という状況になった被害者は､ 年間約

����人に上っています｡
いま､ 被害者とその家族の苦しみを可能な限り
軽減するため､ 社会全体が支援の手を差しのべる
ことが必要となっています｡ 自賠責保険 (共済)
は､ 万一の交通事故の際の基本的な対人賠償を目
的として､ バイク・原動機付自転車を含むすべて
の自動車に加入が義務づけられている保険です｡

Ｂ－１ あなたが考える東濃西部地域の特色は
(複数回答､ 有効回答者�����人)

①陶磁器産業等の地場産業が盛んな地域 (��	�％)
②陶磁器中心の文化の香り高い地域 (��	�％)
③ベッドタウンとしての地域 (��	
％)
④里山等の自然環境や緑の豊かな地域 (��	�％)

Ｂ－２ また今後どのような点をのばすべきですか
(複数回答､ 有効回答 �����人)

①福祉医療などが充実した地域 (��	�％)
②快適な住環境を有する地域 (��	�％)
③里山等の自然環境や緑の豊かな地域 (��	�％)
④陶磁器中心の文化の香り高い地域 (��	�％)

Ｃ 今後､ 広域行政が特に力を入れていくべき施
策について (複数回答､ 有効回答者�����人)

①自然環境の保全・活用 (�
	�％)
②高齢者福祉への対応 (��	�％)
③道路・公共交通の整備 (��	�％)
④地場産業の育成 (
�	�％)
◆問い合わせ 東濃西部広域行政事務組合

���－���� 内線���

来春４月から市内の公立・私立保育園に入園を
希望する乳幼児 (在園中の乳幼児で来年度も引き
続き､ 在籍される方は除きます) の入園希望の受
付を行います｡
これは､ 来年度の入園希望児数を把握するため
のものですから､ 必ず申し込みをしてください｡

�日 時 ��月��日� ８時��分～
�時��分

�申込先 市内各保育園
(当日都合の悪い方は福祉課へ
�月��日�まで
にお申し込みください)

�持参いただくもの 印鑑
(申込用紙は各保育園および福祉課にあります)

�３歳未満児 (生後８カ月より) の保育
陶・稲津・みどり・桔梗・竜吟・日吉・一色・
啓明の各保育園
◆問い合わせ 福祉課 �内線���

※なお､正式な申し込みは､来年１月に行います｡

瑞浪市役所 ���－�
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��月は｢高年齢者雇用促進月間｣です
��歳現役社会を実現するため､ 定年後の継続
雇用制度導入の取り組みをすすめましょう｡
◎ハローワーク多治見 ���－����

������ �����

夏
季
大
会

(

水
泳
競
技)

８
月
��
日

(

市
民
プ
ー
ル)

５
種
目
��
競
技
、
参
加
延
���
人

◎
順
位
①
釜
戸
・
大
湫

②
土
岐

③
瑞
浪

④
陶

⑤
稲
津

⑥
明
世

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会

(

会
長
山
田
太
郎)

様
＝
五
十
万
円
、

社
会
福
祉
事
業
へ

▼
美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
様
＝
土
岐
氏

研
究
講
座
講
義
録
並
び
に
資
料
集
の
７

年
分
��
セ
ッ
ト
���
冊
を
全
国
各
都
道
府

県
立
図
書
館
・
関
係
市
等
へ

�
�
�
�
�
�
�
�

善

意

� !"#$%&'%($%
�月��日まで

瑞浪駅前駐輪場(無料)は､ 多くの市民の方
に利用されていますが､ 一部のマナーを守ら
ない人のため､ 施設が十分活かされていません｡
マナー向上のためクリーンキャンペーンに
ご協力ください｡ 自転車の盗難が増えてい
ます｡ 必ず鍵をかけましょう｡
◎担当 都市計画課 �内線���

８月	�日､ ｢土岐川をどり 中山道音頭保存会｣
(会主赤堀登紅) が発足､ 総合文化センターで､
発表会が行われました｡
東濃地域を代表する郷土民謡 『土岐川をどり』

(作詞佐藤実(上野町在住)､ 作曲中山晋平)は､ 昭和
	�年(�
�
)ここ瑞浪の常磐座で初披露されました｡
戦後､ 若人により市内一円で踊られた土岐川を
どりも��年を経過､ 徐々に下火になって来たこと
を憂えた登紅さんが､ 次の世代にこの名曲を残そ
うと保存会を立ち上げたものです｡
踊りの振付をした登紅さんは､ ｢��月から､ 土

岐川をどり講習会を市内各所で無料で開催します｡
希望される方はどしどし申し込んでください｡

若い人向けの振付もありますよ｣ と話していました｡
◎講習会申込先 ���－���� 赤堀

�月��日�～��日�
年に一度､ 資料館友の会による､ 薪を使った
本格的な登り窯の焼成が見られます｡

◆友の会作品展示即売会
�月��日�～��月�日�

９時～��時
問い合わせ 瑞浪陶磁資料館 ���－�	
�

平成�	年９月��日



����������
������		

����������

����������������������������������
  ������!!�� ""##$$%%

&&''(())**++��,,""--++..//00112233  

445566778899::;;!!<<%%++
==>>??2233  @@AABBCC667788 ��DD7788@@AABBEEFFGGHHII66%%++
JJKKLLMMNN2233  @@AABB5566OO88 PPQQRR==II66%%++
SSTT''UU2233  @@AABB5566OO88 PPQQRR==VV66%%++WW//XXYY--

����������������		

��

"#$"Z[�A\]+^_�`abcdefbghijklmnopqr

s�hi�+tu�+���+���+�v�+�w�+�x�yt�z!�{|t!z

}56YC~�y����n�G��t�j+�Z)*��������

��c+��y�����p��r

���
���
���
���
���

���
���
���
			




���
���

�
�
�
�
�
�
�

９
月
５
日
、
第
��
回
国
民
体
育
大
会

夏
季
大
会
の
岐
阜
県
選
手
団

(

総
勢
���

人)
に
選
ば
れ
た
監
督
・
選
手
ら
４
人

が
、
瑞
浪
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

�
嶋
市
長
か
ら
花
束
な
ど
を
渡
さ
れ

｢

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
い
ま
す｣
と
の
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

９
月
９
日
〜
��
日
の
国
体
で
、
県
代

表
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
��
日
、
陶
保
育
園
に
、
園
児
や

小
学
生
、
お
年
寄
り
な
ど
���
人
が
訪
れ
、

マ
グ
カ
ッ
プ
の
絵
描
き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
な
ど
の
手
作
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

地
域
ぐ
る
み
の
交
流
を
目
的
と
し
た

こ
の
つ
ど
い
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
陶

支
部
な
ど
が
主
催
し
、
今
年
で
��
回
目

と
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
長
寿
ク
ラ
ブ

の
会
員
や
児
童
館
を
利
用
す
る
お
母
さ

ん
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

な
お
、
���
個
の
マ
グ
カ
ッ
プ
は
、
��

月
��
・
��
日
の
陶
町
文
化
祭
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

８
月
��
日
、
日
吉
町
の
花
の
木
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
第
３
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市

内
７
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
���
人

が
参
加
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
】

(

敬
称
略)

①
土
岐

②
陶

③
瑞
浪

【
個
人
】

▽
一
般
の
部

(

前
列)

①
伊
藤
正
宣

②
有
我
俊
春

③
工
藤
好
功

▽
シ
ニ
ア･

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部(

後
列)

①
河
野
克
啓
②
宮
地
賢
③
角
皆
進
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・
安
藤
啓
祐
く
ん

(

瑞
浪
中)

シ
ド
ニ
ー
に
は
、
公
衆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
あ
っ
た
。
３
リ
ッ
ト
ル
の
清
涼
飲

料
水
も
あ
っ
た
。
日
本
と
の
進
歩
の
違

い
や
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
の
違
い
を
見
た
。

・
景
山
大
輔
く
ん

(

瑞
浪
中)

英
会
話
を
通
し
、
伝
え
よ
う
と
す
る

心
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

心
が
つ
な
が
っ
た“
�
�
�
�
�

�
�
�”

と
い
う
言
葉
一
つ
が
世
界
を
狭
く
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。

・
秋
田
奈
美
さ
ん

(

瑞
浪
中)

エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
に
登
り
切
っ
た
時
、

み
ん
な
の
顔
は
笑
顔
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
	

人
で
過
ご
し
た
８
日
間
、

私
の
心
の
中
で
今
も
輝
い
て
い
ま
す
。

・
小
倉
素
子
さ
ん

(

瑞
浪
中)

今
ま
で
の
私
は
人
前
で
話
す
こ
と
が

苦
手
で
声
が
小
さ
く
な
り
が
ち
で
し
た
。

で
も
、
積
極
的
に
挑
戦
し
研
修
を
通
し

て
自
分
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

・
守
屋
歩
美
さ
ん

(

瑞
浪
中)

“
�
��

�
��

��”
“
�

�
�
�
��

�
�
�
��
�”

単
語
を
並
べ
る
だ
け
で
、
意
思
が
簡
単

に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

何
で
も
挑
戦
！

・
市
岡
賢
二
く
ん

(

瑞
陵
中)

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地
の
中
学

生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
。

言
葉
で
は
な
い
心
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
期
一
会
を

大
切
に
し
た
い
で
す
。

・
伊
藤
栄
紘
く
ん

(

瑞
陵
中)

ど
こ
ま
で
も
続
く
赤
土
の
砂
漠
。

鬱
蒼
と
繁
っ
た
ユ
ー
カ
リ
林
。
日
本
と

は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
大
自
然
に
じ
か
に
触
れ
て
地
球
の
広

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

・
佐
々
木
峻
く
ん

(

瑞
陵
中)

エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
で
見
た
美
し
い
夜

空
。
南
十
字
星
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。
南
半
球
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
、
日
本
の
人
々
に
思
い
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

・
堀
ま
り
恵
さ
ん

(

瑞
陵
中)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
中
学
生
の
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
今
、
メ
ー
ル
交
換
を

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
英
語
の
力
を
伸

ば
し
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

・
中
村
純
奈
さ
ん

(

陶
中)

｢

ま
た
お
い
で｣

泣
き
な
が
ら
そ
う

言
っ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
言
葉

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
も
そ
ん
な
優
し
い
言
葉
を
か
け
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

・
西
尾
奈
々
さ
ん

(

陶
中)

シ
ド
ニ
ー
で
、
高
橋
尚
子
選
手
が
走

る
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
急
な
坂
で
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
は
、
テ
レ
ビ

で
彼
女
を
応
援
し
た
い
で
す
。

・
上
休
場
泰
満
く
ん

(

稲
津
中)

ケ
ア
ン
ズ
の
空
港
で
は
、
自
分
達
だ

け
で
英
語
で
搭
乗
手
続
き
を
実
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
で
も
積
極
的

に
行
動
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

・
井
田
文
さ
ん

(

稲
津
中)

ケ
ア
ン
ズ
の
学
校
で
合
唱
を
披
露
し

ま
し
た
。
聴
き
手
は
心
か
ら
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
他
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ

る
喜
び
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
自
分
に

自
信
が
持
て
ま
し
た
。

・
津
毛
菜
々
美
さ
ん

(

日
吉
中)

｢

空
と
土
分
け
た
る
線
は
延
々
と
広

い
の
意
味
を
理
解
す
る｣

カ
ン
ガ
ル
ー
が
砂
漠
を
駆
け
て
い
た
。

ユ
ー
カ
リ
の
木
は
ど
こ
ま
で
も
高
い
。

感
謝
し
た
く
な
っ
た
。

・
山
口
あ
ゆ
美
さ
ん

(

日
吉
中)

英
語
が
未
熟
な
私
に
と
っ
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
と
て
も
不
安
な
も
の
で
し
た
。

で
も
、
友
達
と
辞
書
を
片
手
に
協
力
し

合
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
遠
山
ち
ひ
ろ
さ
ん

(

釜
戸
中)

“
�
��”

と
言
う
と
す
ぐ
に“

�
��”

と
戻
っ
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
何
か
あ
れ

ば“
�
�
���
”

そ
ん
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
の
心
の
暖
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

平成	�年９月	�日
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良
い
彫
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と
は
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�� み

ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会

代
表

中
島

美
江

｢

良
い
彫
刻｣

と
は
、
見
る
人
に
大
き

な
感
動
を
与
え
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

廣
太
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

『｢

こ
の
作
品
は
、
面
白
い｣

と
、
言
う

だ
け
で
は
、
彫
刻
と
は
言
わ
な
い
。
そ

れ
は
、
何
か
邪
念
が
あ
り
、
単
な
る

｢

作
り
物｣

に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。』

ま
た
、『｢

良
く
で
き
て
い
る｣

と
か

｢

本
物
に
そ
っ
く
り
だ｣

と
言
う
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
よ

そ
彫
刻
に
は
関
係
の
な
い
言
葉
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、｢

そ
れ
は
現
実
の
形
に
近

い｣

と
い
う
意
味
だ
け
で
あ
り
、
芸
術

性
と
は
全
く
縁
の
な
い
言
葉
で
あ
る
。』

と
も
、
言
っ
て
い
ま
す
。

実
物
ま
た
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る

も
の
に
近
い
形
が
で
き
て
も
、
そ
れ
は

芸
術
と
は
言
え
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

芸
術
と
は
、
作
家
の
自
由
意
志
に
基
づ

い
て
制
作
さ
れ
、
か
つ
芸
術
的
意
図
を

持
っ
て
、
あ
る
種
の
変
形
が
加
え
ら
れ
、

鑑
賞
者
の
目
を
意
識
し
た
も
の
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

良
い
彫
刻
と
は
、｢

感
動
性｣

と
と

も
に
、｢

作
家
の
意
思
や
感
性｣

と
か
、

｢

心｣

が
こ
も
っ
た
も
の
を
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
作
品
に
向
き
合
っ

て
、
暫
し
作
品
と
対
話
を
し
て
み
れ
ば
、

お
分
か
り
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

良
い
彫
刻
な
ら
、
き
っ
と
、
あ
る
種
の

感
動
が
湧
き
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

瑞浪市役所 ���－����

み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
、

読
書
を
中
心
に
し
て
集
ま
っ
た
人
た
ち

に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
サ
ー

ク
ル
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
下
に
公
共
の
図
書
館
が
少
な
か
っ

た
昭
和
三
十
年
代
、
県
立
図
書
館
は
読

書
の
普
及
と
推
進
の
た
め
に
、『
ひ
ば

り
号』

と
い
う
図
書
貸
し
出
し
車
を
県

下
全
域
に
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
読
み

た
い
本
が
い
つ
で
も
簡
単
に
手
に
入
る

時
代
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
サ
ー
ク
ル

に
貸
し
出
さ
れ
る
図
書
を
会
員
で
輪
読

で
き
る
の
は
貴
重
な
こ
と
で
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
当
時
に
比
べ
れ
ば

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
と
し
て

は
四
十
年
近
い
長
い
歴
史
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

協
議
会
で
計
画
す
る
年
一
回
の
文
学

散
歩
、
東
濃
地
区
の
会
員
が
参
集
し
て

開
催
さ
れ
る
読
書
大
会
な
ど
、
読
書
を

愛
す
る
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
の
文
学
散
歩
で
は
、『

平
安
の

ロ
マ
ン
と
一
筆
啓
上
の
里
を
訪
ね
て』

と
題
し
て
、
福
井
の
武
生
と
丸
岡
を
訪

れ
ま
し
た
。
武
生
は
紫
式
部
が
父
の
赴

任
に
伴
っ
て
移
り
住
ん
だ
土
地
で
す
。

丸
岡
は

｢
日
本
一
短
い
母
へ
の
手
紙｣

で
有
名
に
な
っ
た
町
で
、
ま
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
者
と
し
て
高
名
な
中
野
重

治
の
生
地
で
も
あ
り
、
町
の
図
書
館
に

は
記
念
文
庫
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
濃
読
書
大
会
の
昨
年
度
の
テ
キ
ス

ト
は
、
佐
江
衆
一
著『

黄
落』

で
し
た
。

人
間
の
尊
厳
を
テ
ー
マ
に
老
い
て
い
く

者
と
看
取
る
者
の
、
苦
し
み
や
悲
し
み

な
ど
に
つ
い
て
の
話
が
た
く
さ
ん
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

『

本』

を
心
か
ら
愛
す

る
多
く
の
方
々
と
、
楽
し
く
学
び
合
い

な
が
ら
自
己
研
鑽
に
努
め
、
生
涯
学
習

に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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～ポップアップ絵本の世界～

募集

横笛には､ いろいろな種類があります｡

左から篠笛
しのぶえ

・能管
のうかん

・神
か

楽笛
ぐらぶえ

・龍
りゅう

笛
てき

・高麗
こ ま

笛
ぶえ

��������	
こ ま ど り 号

��月�日�～
��月��日�� � 	��� ���	
� � 

���
� �

� �

�����������

�����������

今
回
は
、
こ
ど
も
読
書
年
に
ち
な
ん
で
見
て
楽
し
い
絵
本

(

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
絵
本)

を
展
示
し
ま
す
。

絵
本
を
開
く
と
そ
こ
に
は
、
素
晴
ら
し
い
お
と
ぎ
の
世
界
…
…

飛
び
出
す
家
や
動
き
だ
す
動
物
た
ち
、
本
の
中
か
ら
立
体
が

浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。

市
民
図
書

館
・
岐
阜
県

図
書
館
が
所

蔵
し
て
い
る

ポ
ッ
ブ
ア
ッ

プ
絵
本
50
点

を
紹
介
し
ま

す
。
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� �

� �
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〜
年
賀
ハ
ガ
キ
に
挑
戦
〜

◆ 臨時休館日のお知らせ ◆

��月��日�～��日�
『ばく書休館日』

館内の修繕工事および本の整理のため休館します｡
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

�������
�������

�������

９
月
��
日
�
〜
��
日
�

〜
横
笛
が
で
き
あ
が
る
ま
で
〜

年
賀
状
用
に
版
画
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
来
年
の
年
賀
状
は
自
作
の
版
画
で

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期

日

��
月
〜
��
月

(

毎
週
土
曜
日)

��
時
��
分
〜
��
時

＊
第
４
土
曜
日
は
除
く

◇
会

場

市
民
図
書
館

集
会
室

◇
定

員

��
人

◇
資
料
代

５
０
０
円

◇
申
し
込
み

市
民
図
書
館
ま
で

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す)

９
月
��
日
の｢

と
し
ょ
か
ん
ホ
ー
ム

コ
ン
サ
ー
ト｣

に
さ
き
が
け
、
横
笛
と

横
笛
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
工
程
を
紹

介
し
ま
す
。

す
て
き
な
楽
器
を
作
る
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
横
笛
が

あ
り
ま
す
。

展
示
中
は
、
篠
笛
の
演
奏
体
験
が
で
き
、

実
際
に
吹
い
て
み
て
横
笛
の
温
か
く
、

柔
ら
か
く
、
そ
し
て
力
強
く
響
く
音
色

を
味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

平成��年９月��日

�������
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��

��時 総合文化
～��時 センター

��時��分
～��時

会場 総合文化センターホール

������	
���� ��������������

��� �!�"
�月��日�

�月��日�

# $ % & ' ()*+,-./

0+1234+56789:;<

=>?@+ABCDEFEG HI

JKLMN�MNO56�P�

総合文化センター ２日､��日､��日､��日､��日､��日
市 民 図 書 館 ２日､ ��日､ ��日､ ��日､ ��～��日､ ��日
市 民 体 育 館 ３日､��日､��日､��日､��日､��日
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

２日､��日､��日､��日､��日､��日､��日

サイエンスワールド ２日､��日､��日､��日､��日､��日
文 化 会 館 ５日､ ��日､ �	日､ ��日

①芝居の部(�
時～) 劇団ひまわり座公演 『通
りゃんせ』 ボケが始まったおばあちゃん､ その
時周囲の人々は､ 涙と笑いのホームドラマです｡
②講演の部(��時��分～) 弁護士・さわやか福
祉財団理事長堀田力氏が大いに語る｡ 東京
地検時代は､ ロッキード事件等を担当､ 退職
後現財団を設立｡
◎同時開催 ��時～�
時
・登記無料相談会 ・成年後見無料相談会

いたずらに蜂を刺激しない｡
刺されたら､ 毒液を絞りだし､ 傷口を水で洗う｡
眠気や悪寒がしたらすぐに医者へ｡

◆対 象 健康で働く意欲のある､ 

歳以上
おおむね�
歳以下の方
◆募集定員 ��人 (申込み多数の場合は抽選)
◆申込期間 ��月３日�～��月��日�

◆参 加 費 テキスト代 �����円､ その他自己負担
◆申込方法 往復はがきに 『ホームヘルパー養
成研修希望』 会場瑞浪市とし､ 郵便番号､ 住
所､ 氏名 (ふりがな)､ 性別､ 生年月日､ 年
齢､ 電話番号を明記
◆研修会場 ハートピア (樽上町����)
◆問い合わせ・申込先
〒
������
岐阜市雲井町���� 岐阜県シル
バー人材センター連合会 ｢ホームヘルパー養
成研修｣ 係 ����－���－����

◆期 日 ��月��日�・��日�・��日�
の３日間 ９時(��日のみ��時)～��時

◆会 場 健康福祉会館(中津川市かやの木町��
)
◆内 容 人工呼吸､ 止血､ 骨折の手当て等
◆受講資格 �
歳以上で心身とも健康な人
◆定 員 ��人 (定員になりしだい締め切り)
◆応募締切 ��月６日�

◆受 講 料 �����円 (教材費)
◆問い合わせ･申込先 日本赤十字社岐阜県支部
〒
�������岐阜市茜部中島��	��
�������
��

◆内 容 交通安全功労者等の表彰他
◆特別講演 俳優 菅原文太
秋の全国交通安全運動

�月��日�～��日�
『地域ぐるみで守ろう 子どもとお年寄り』

全国地域安全運動
��月��日�～��日�
『みんなで つくろう 安心の街』

◆問い合わせ 環境課交通安全対策係�内線�	�

◆内 容 プロの整備士が指導､ エアバックの
展開実験､ 車相談も予定しています｡
◆期 日 ��月��日� ９時��分～��時��分
◆場 所 �岐阜県自動車整備振興会東濃会館

(多治見市美坂町��
)
◆定 員 ��人
◆参加料 無料 (昼食は主催者で準備)
◆申込先 �岐阜県自動車整備振興会
フリーダイヤル����－����－��

農業委員会では､ 農地を持っていない方にレ
クリエーション目的で､ 小面積の農地を利用し
て野菜や花などを育てる農園を開設しています｡
市内には��カ所のレクリエーション農園があ
り､ 現在､ 土岐町鶴城地内が空いています｡
入園を希望される方は､ 入園料・印鑑を持参
の上､ ９月	�日�までに農業委員会事務局ヘお
申し込みください｡ (応募者多数の場合抽選)
◆区 画 数 ��区画 (１区画約���)
◆入 園 料 年間 ��
��円
◆問い合わせ 農業委員会 �内線���

瑞浪市役所 ���－����

生涯学習施設 ��月の休館日
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歯 周 病 健 診

腹部超音波撮影

����年９月１日現在 (カッコ内は前月比) 人口＝��� ��(＋��) 世帯数＝� �� �世帯 (＋６)

� � � � � � � 	
�� ���������

��月�日�
期 日 対 象 地 区

��月２日�
稲津町・陶町・釜戸町・大湫町
日吉町

��月６日�
山田町・明賀台・小田町・西小田町
和合町・下沖町・須野志町・学園台

��月��日� 土岐町・上平町

��月��日�
寺河戸町・樽上町・一色町・上野町
宮前町･高月町･明世町･松ケ瀬町･薬師町

	������������� 

� � ! "

��月�日�

#$%&�'(!"()*+,-. ��������	
 �����

������ � � � ���� � � � � �  

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 10月�日�

�時30分
～�時45分 平成 12年�月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 10月�日� 13時30分～15時 生後�カ月以降の乳児
※電話予約が必要です 母子健康手帳

�歳児歯みがき教室 10月�日�

� 時 ～ 11 時
平成 10年 10月生まれ 母子健康手帳

歯ブラシ､ コップ
� 歳 � カ 月 児
歯 み が き 教 室 10月�日� 平成 10年�月生まれ

◆場所 保健センター ◆時間 ��時��分～��時

◆ 対 象 者 ◆
◎平成��年２月１日～平成��年６月��日生まれ
の子
◎満７歳半 (��カ月) 未満の子でまだ２回投与
していない子
※今年５月の実施を見合わせましたので ｢市健
康カレンダー｣ に掲載してある対象者とは一
部異なります
※母子健康手帳と予診票を持参してください

◆場所 保健センター

◆医師による健康相談 … ��時～��時
個別相談・血圧測定・尿検査を実施します｡
日頃病院にかかる機会のない方や､ 体につい
て気になることがある方など､ 健康チェック
の場として気軽にご利用ください｡
◆乳幼児相談 … ９時��分～��時
身体計測と育児相談｡
＊母子健康手帳をご持参
ください｡

◆栄養相談 … ９時～��時
栄養士の個別相談｡
＊電話予約が必要です

総合文化センター
※申し込みが必要です｡ ◆料金＝無料

◆申込日 ９月��日� ８時 �分～�!時
◆定 員 ��人 ※昨年受けた方はご遠慮ください｡

◆定 員 ��人
◆対 象 者 ��～	�才
◆所要時間 ��分程度
◆申し込み ��月３日�までに保健センターへ

～��代・��代からの女性の健康管理～

｢更年期｣､ 女性の人生の中で第２の転機とい
われる年代です｡ この年代は､ 女性ホルモンの
バランスの乱れが心身に様々な影響をあらわし
てくる時期です｡ 加えて社会的には働き盛り､
家庭や職場などで精神的なストレスの増え始め
る時期とも重なります｡
これは皆が経験する加令による変化なのです
が､ この時期を健やかに過ごすため､ からだと
心に訪れる変化についての知識を得て､ 更年期
についての理解を深めてみませんか？
もう少しはっきり知りたいこと､ 不安に思っ
ていること等､ ぜひ講師におたずねください｡

日 時 ９月��日� ��時～��時��分
場 所 保健センター
内 容 講話､ 血圧測定､ 体脂肪測定
講 師 昭和病院産婦人科 石渡寿勝医師
申し込み ９月��日�までに保健センターへ


